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荒天時における一斉休校・園の判断及び災害時情報共有フォルダを活用した 
対応等について 

 
平成３０年７月の豪雨の際に、学校判断の一報から全市一斉休校・園へと変更したことによる

混乱等の解消を目的に、令和元年５月２８日付北九教指二第５５号「荒天時における一斉休校・

園の判断及び対応等について」のとおり、一斉休校・園の判断を整理しました。さらに、令和元

年５月２８日付北九教指二第６０号「災害時情報共有フォルダを活用した休校・園の対応状況の

共有について」のとおり、学校共有フォルダ内に「災害時情報共有フォルダ」を作成し、中学校

区以外の近隣校の状況をリアルタイムで共有できるようにしました。 
ついては、下記の内容を確認していただき、幼児児童生徒の安全確保に努めて頂きますようお

願いします。なお、災害時情報共有フォルダの活用については、別添写しを参照ください。 
  

記 
 
【台風】 

○ 教育委員会は、危機管理室、福岡管区気象台から情報提供を受け、前日１３時までに

一斉休校・園の判断を行う。（高等学校、戸畑高等専修学校、高等理容美容学校は除く。） 

【局地的な大雨、降雪、事故等（以下「大雨等」という。）】 

 ○ 教育委員会は、危機管理室から受けた情報を各校に提供する。その情報を参考に、原

則、各中学校区単位で連携し、各学校・園が、当日６時から７時の間に休校とするか判

断する。 

※休校決定後は、各学校・園は、保護者、指導第二課、学校保健課に連絡すること。な

お、特別支援学校については、特別支援教育課にも連絡をすること。 

 ○ ただし、教育委員会は、危機管理室、福岡管区気象台から情報提供を受け、特別警報

の発令が予想される等、大雨等の影響が広範囲に及ぶ可能性がある場合は、当日６時ま

でに一斉休校・園の判断を行う。 

 

【登校・園後に大雨等の状況が悪化し、下校・降園させることが危険な場合】 

〇 安全が確認できるまで学校に留め置き、校内の安全な場所に待機させ、安全が確認できた

時点で、下校・降園の対応を行う。いずれの場合も、保護者への連絡を確実に行うこと。 
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災害時情報共有フォルダを活用した休校・園の対応状況の共有方法について 

 
■内容  各学校のタイトルに、【状況】【時間】【備考】を入力する。 
■方法  学校共有ファイルを活用 

☞『0001_災害時情報共有フォルダ』 ⇒ 『各区（幼・小・中）及び特別支援学校のフォルダ』 ⇒ 自校のテキストのファイル名に状況を入力 

 
例：大積小学校の場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ☜ ファイル名に、【状況】【時間】【備考】を入力する。 
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